（別紙様式）

「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区推進協議会」参画希望書
　国際戦略総合特区支援利子補給金制度を活用し、アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区の推進に資する事業を実施する事業者に対する融資を行うため、「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区推進協議会」に参画したいので、次のとおり応募します。
＜記載例＞
	１　金融機関の名称
	○○銀行


	２　代表者の役職・氏名
	代表取締役・○○太郎


	３　金融機関の所在地
	○○県○○市○○町○○番地


	４　利子補給金制度を活用した融資が見込まれる事業の種類
	第３号「国際的規模で事業活動を行っている法人のアジア地域その他の地域における当該事業又は新たな事業の拠点を形成する事業」

	５　融資対象事業者名
	○○株式会社
※特区の区域に指定されている敷地で事業を行っている事業者に限ります。

	６　融資の対象となる
事業について

	＜概要＞
航空機の○○に関する新技術の研究開発を行うための研究所の建設工事

	
	＜事業（工事）を行う所在地＞
○○県○○市○○町○○番地

※特区の区域に指定されている敷地に限ります。

	
	＜事業（工事）開始日（予定）＞
令和〇年〇月
※事業開始日が総合特区の指定日以前となるものは原則として利子補給の対象外となりますのでご注意ください。

	７　融資時期及び金額（見込み）
	融資の対象事業
	時期
	金額（億円）

	
	研究所建設工事

	令和〇年〇月

	○○億円


	８　協議会参画希望者
　　役職・氏名
	代表取締役・○○太郎


	９　連絡窓口
	所属
	○○銀行○○部○○課

	
	担当者職氏名
	○○一郎

	
	住所
	〒
○○県○○市○○町○○番地


	
	電話番号
	○○―○○○○―○○○○

	
	電子メール
	○○＠○○.○○.jp

	10　組織図
	別添のとおり

	11　備考
	


※１～３　それぞれ登記事項証明書に記載されている内容を記載してください。
※４　　　ウェブページ「２　応募条件」のイに記載の総合特別区域法施行規則第３条で規定されている事業のうち第３号、第４号及び第９号の中から想定される事業を記載してください（複数可。第９号のみは不可）。
※５～６　融資を行うことが想定される事業者名と対象事業を簡単に記載してください。事業開始日が明確でない場合は、少なくとも「年度」を記載してください。
※７　　　総合特区支援利子補給金を活用する貸付予定案件を記載してください（最低１件）。ご応募の時点で、案件等の時期が明確でない場合は、少なくとも「年度・おおよその貸付額」を記載してください。
※８　　　「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区推進協議会」に参画するとした場合、想定される構成員の方の職・氏名をご記入ください。ただし、ご応募の後に調整させていただくことがありますので、予めご承知ください。
※９　　　「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区推進協議会」事務局から各種の連絡をさせていただく窓口（国際戦略総合特区支援貸付事業を統括する部署）を記載してください（連絡先の登録は一つの部署に限ります。）。
※10　　　金融機関の組織体制（本店と愛知・岐阜・三重・長野・静岡地域の支店等の関係など）を確認できる貴金融機関の組織図を添付してください（様式は任意）。
※11　　　特記すべき事項がございましたら記載してください。
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